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論文内容要旨
 ウンカ,ヨコバイ類に見られる分散現象の動態を解析するために,セジロウンカ,トビイロウン
 カ,ヒメトビウンカ,ツマグロヨコバイの4種について,金網に粘着剤を塗っただけの簡単な
 sもickyしr&pを空中高く懸垂して図別採集を行ない,高い空聞を利用して活動する個体群の生態的
 特徴を明らかにし,内部諸器官の特徴と関連させて吟味した。一方では絶食に対する耐性の強さ,
 照魏r曲roma七〇gr&田の上に検出される遊離アミノ酸の構成や蛍光体の構成の特徴および「班C反応
 を利用した組織呼吸の強さを比較検討し,分散移動虫の生理生態的特徴を明らかにして,分散移動
 個体が発現するしくみについて推論した。この研究は珀58年から1962鎌まで,農林省九州農業試
 験場環境第一部で実施した研究をとりまとめたもので,結果は次の様に要約される。
 1数種ウンカ,ヨコバイ類の野外における分散の動態
 1.種類じとに季節的捕虫消長を比較すると,年次による変動は見られるが,高さによってもそれ
 ぞれ違い,しかもその中に種の特徴が晃られる。世代別の捕虫率はその世代の発生量と活動性に
 よって変動するようであるが,各種ともどの世代でも,かなり高い空間を移動する個体が見られ,
 圃場生息密度が高くなると分散移動蛍も多くなることがわかった。そして従来から報告されてい
 たウンカ類の水田への侵入移動期や水田からの脱繊分散期には,特に多くの個体が商い空間を移
 動する現象が見られたが,ツマグロヨコバイでは分散移動はウンカ類ほど活発でなく,おもにイ
 ネの草冠部の空聞を利用していることがわかった0
 2,雌雄比は世代により年次により変動するが,世代との間に規爾的な関係は見られなかった0
 3,15瀦と1,5濡の高さに11g11も七r&Pを設置して誘殺されるウンカ,ヨコバイ類の動態を比較す
 ると,誘殺消長はどの種でもお互いに似ていて,高い勧aPに誘殺される臼には低い七r即にも
 誘殺される。そして,春季の移動活動が活発なヒメトビウンカの第2回成虫は,高いtraPに多
 く誘殺されるが,他の3種は一般に低い方の七raPに多く誘殺される。誘殺偲体群の性比の変動
 にも特徴が見られ,セジロウンカとトビィ・ウンカは第2回成虫の初期は高い捻apに雌が多く,
 後期には雄が多くなるが,ヒメトビウンカとツマグロヨコバイは第2回成虫はどのもrapでも雌
 が多く,第3回成虫になると雄が多くなり,いわゆる移動侵入の活発な時期には雌の誘殺率が高
 くなることカ～わカ)つた0
 4.高い}ig焼もrapと低いligh七もrapとでは,誘殺消長の経時変化にはわずかに違いが見ら
 れるが・20～21時に走光活動が活発になるosもickyもrapの場合には・高い空聞を活発に移動す
 る個体群は3～9時に多く現われるようで,活動時刻に特徴が見られた。
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 数種ウンカ,ヨコバイ類の絶食耐性とその内部器官の比較
 生息状態が違う個体群は絶食に対する耐性も内部器官の特徴もそれぞれ違っている。そして15
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 肌の高さの1ight七rapで捕虫される移動の活発な個体群は一般に絶食に対する耐性が強く,卵
 巣内に成熟卵を持っている割合も極めて少なく,脂肪体の特徴などから綜合的に判断して,
 s七ickyも狙pで捕虫できる高い空間を移動する個体群とほとんど同じか,非常に似た形態的,生
 理生態的特徴を持っていることがわかワた0
 2.高い空間を移動している個体群の雌は,セジロウンカでは卵巣内に成熟卵を持たず,脂肪体は
 第2回第4回成虫はやや固く,第3回第6回成虫はやや柔かく少量である。トビイロウンカの場
 合も卵巣内に成熟卵は見られないが,脂肪体は一般に固い。そして脂肪体の量は中程度であるが,
 第4回成虫以後は少なくなる。ツマグロヨコバイの場合には,第3回成虫までは卵巣内に成熟卵
 を持たないが,その後の世代では成熟卵を持つようになる。脂肪体は割合に一様で固く,量は中
 程度であるが,第6回成虫の後期には柔かく少量となる。このように世代によって,僅かに相違
 が見られるが,侵入後の世代の圃場内生、慰虫とはかなり違い,移動の活発な個体は,卵巣内に成
 熟卵を持たないことと,割合にかたまった月旨肪体を持っていることが共通した特徴となっているo
 皿数種ウンカ,ヨコバイ類の生息状態の違いと遊離アミノ酸,螢光発光帯の
 構成および組織呼吸量
 1.ニシンヒドリン呈色反応によってぺ一パークロマトグラムの上で検串できる遊離アミノ酸は,
 gluねmicacid,aspaTabicacid,serhe,cysもine,1euslne又はlsdeusine}vahne,
 alanine,proline,協reonine,hisddine,および未同定のアミノ酸3種で・aspara“c
 acid,cys毛ine・threonineが検出されることがウンカヨコバイ類の特徴と思われる0
 2、アミノ酸構成の令期による違いは,卵巣発育に関与するアミノ酸の上に現われ,成虫になると
 羽化後の日数による相違は見られない。しかし,呈色反応の強さは今期が進むにしたがって強く
 なり,羽化後では雌は雄よりも強くでる・これはおもに,glu七amic且cid,serine,asparαbic
 acid,七hreon三neの含有量が多くなるために,構成アミノ酸全体の反応も強くなるためと思われ
 る0
 3.アミノ酸の構成は生育期の違う稲や,品種の違う稲で飼育しても変化するが,世代によるアミ
 ノ酸構成の違いは,おもに,摂食した稲の生育期の違いによって起こることがわかった。したが
 って,同じ世代でも生息状態の違う個体群は餌植物の種類もそれらの生育期も違うので,アミノ
 酸の構成も違ってくるものであろう。特に分散移動の活発な個体群の特徴は,ウンカ,ヨコバイ類
 の構成アミノ酸の中のcystln¢,1eUsine又はisoleusineが検出できないことであろう0
 4.蛍光発光帯の特徴からも生、慰状態の違いや,違う品種の稲で鰯青した個体群の相違を区別する
 ことができる。特に,一次元の展開像に分散移動の活発な個体群の特徴が現われるようである0
 5,生息状態の違う個体群の組織呼吸量は,虫体各部分の呼吸量の上ではそれぞれ特徴が見られる
 が,同じ生、慰状態の個体欝では雌雄の相違は見られない。また,虫全体としての反応の強さから
 判断すると,分散移動個体が最も反応が強く,組織呼吸も活発であることを示している。
 以上の結果から,分散現象を生理生態学的に推論考察すると,先ず従来の知見にあるように,幼
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 璽期の密度効果によワて長翅型が現われ,先ず高い空間でも活動できる素地ができあがるものであ
 ろう。そして,高い空間を移動するイ固体群は卵巣内に成熟卵を持たず・絶食に対する耐性も強く,
 遊離アミノ酸や蛍光発光帯の構成にも,組織呼吸にも特徴があり,それぞれこれらの特徴が移動の
 活発な個体群ほど一図強く現われてくる。各世代に現われる長翅型個体群から,このような特徴を
 もった分散移動個体群が出現するしくみは明らかにすることができなかッたが,移動個体群が特に
 多くなる,いわゆる侵入移動期と脱出分散期の場合には,おもに幼虫期に経過した寄生植物の生育
 段階と密接な関係があるようで,生殖生長期の餌をとることによッて,前述の諸特徴が一図明瞭に
 なり,生息の場の環境の急変などともあいまって分散移動が活発になるものと思われる。
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論文審査要旨
 ウンカ,ヨコバイ類,特にセジロウンカ,トどイロウンカ,ヒメトビウンカ及びツマグロヨコバ
 イはイネの重要な害虫として各方面からの研究が行われてきたが,イネの生育期間中もさることな
 がら,イネ生育の初1崩における粟田的な移入,秋期の集団的な移串など,いわゆる集団的な分散活
 動についての生理生態的な解析は幾多の研究があクたにも拘らず未だに十分な解明が与えられてい
 ない。
 吉厩木三男提出の学位論文「数種ウンカ,ヨコバイ類の分散の動態とその生理生態学的考察」はこ
 の問題をとりあげて,一つの結論を得たもので,純粋に生態学の立場からも,又応用的立場からも
 重要な貢献をしたものと考えられる。
 古園本は金網に粘着剤をぬったs七icky七rapを用いて空中高く垂直的に懸垂して・空中を分散し
 て移動するウンカ,ヨコバイ類を層別的に採集した。その結果,高い空聞を移動する個体群が水田
 の生息密度が高くなった時,特にウンカ類の水田への侵入時期,水田からの脱出期に明瞭に認めら
 れることをたしかめた。同様な類似個体群が従来よく用いられているoligh七trapでも高いとこ
 ろで採集されることを認めたが,これら爾個体群は,一般に絶食に対する耐陸が強く,卵巣内に成
 熟卵をもたないこと,割合にかたまった脂肪体をもッており,水銀内に生活する個体群とはかなり
 に違っていることを明らかにし,これら爾個体鮮は形態的,生理生態的に同じ性質をもったもので
 あって,この群が移動(分散)個体群であるとした。この分散移動個体群の特質を更に追究して,
 これらウンカ。ヨコバイ類の構成アミノ酸の解析をペーパークロマトグラム法によフて行った。そ
 の結果,分散移動の活溌な個体群はcys七ineleusi良。又はisoleucineを欠くことに特徴があるこ
 とを勝吾らカ〉にしプこ。
 この遊離アミノ酸の構成は生育期のちがうイネや品種のちがいによっても変化することを認めたが,
 更に蛍光発光帯にも活動性をことにする個体鮮の特徴や餌料のちがいによる特徴を示すことをたし
 かめた。
 吉目木は更に活動性の指標の一つとして組織呼吸量の比較を行い,分散移動個体群は組織呼吸に
 おいても活発であることを示した。
 これらのことを総合して,分散移動の動態についてっぎのような結論を与えた。すなわち,まず,
 幼虫の婁息密度の増加によって長翅型が出現して移働個体群出現の素地が与えられ,卵巣内に成熟
 卵がなく,絶食耐性がつよく,組織呼吸が活発で,遊離アミノ酸や蛍光帯の構成に特徴をもフたも
 のが移動個体群として高い空間を分散移動するのであるとした。そして,水田への侵入時期や脱
 出期に特にそれが顕著になるのは餌となる寄生植物の生育段階と密接な関係があるとした。
 要するに吉騒木の論文は,従来不明のままに残?ていたウンカ・ヨコバイ類の分散励態について
 すぐれた手法と解析法によフてかなりに明瞭な解決を与えた点で注目すべきものであり,応用的立
 場からはもちもん,ひろく個体群生態学に貢献するところが大きいo
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 参考論文は21篇で,昆虫の形態学,生態学に関するもので,特に薬剤撒布による昆虫群集の攪乱
 についてのもの,家畜吸血性の昆虫の活動動態を叡畜の行動との闘連において解析したもの等は注
 目すべき業績であり・生態学に寄与するところが多い。
 以上,総合して吉目木三男の提出した論文は,学位論文として合絡と認定した。
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